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１． 緒 言 

近年，地球温暖化の拡大から車体の軽量化によ

る炭素排出量の低減を目的に，移動機器に使われ

る金属材料の代替として炭素繊維強化熱可塑性樹

脂(CFRTP)が注目されている．しかし CFRTP は母

材樹脂と強化材である炭素繊維の接着性が悪い．

そこで樹脂に対して大気圧プラズマ処理を行うこ

とで表面を酸化させて，官能基を形成することで 2

つの材料の接着性を向上できる[1]．一方，我々は

炭素繊維(CF)に対する大気圧プラズマ処理に着目

し，先行研究において照射時間の影響を調査した．

しかしながら，大気圧プラズマ処理条件に関して

は照射時間以外にも酸素流量の影響が大きいと考

えた．そのため本研究では CFRTP の力学的特性に

及ぼす大気圧プラズマ処理条件の影響を明らかに

することを目的とする．本研究では CF/ポリプロ

ピレン(PP)複合材料に着目し，CF に対して大気圧

プラズマ処理を行った．そして，CF 含有率，プラ

ズマの酸素流量を変化させ CF/PP を成形し，力学

的特性を調査した． 

 

２．方 法 

２．１試験片の成形 

最初に PP シートの成形を行った．PP ペレット

(日本ポリプロ製ノヴァテック PP BC6) は 70 ºCで

1 日絶乾させた．このペレットは 200 ºC に加熱し

たホットプレスで 10 分間加熱され，その後５kN

の押切荷重で 1 分間加圧されることでシートに成

形された． 

次に，CF(東レ製，T300-3000)の大気圧プラズマ

処理の方法を記す．110 mm × 110 mm に切り出し

た CF を照射台(有限会社サーフクリーン，KT110)

から 1 mm 離して固定し大気圧プラズマ処理を行

った．条件は酸素流量が 50 mL/min，250 mL/min，

500mL/min とし，アルゴン流量は 5 L/min に設定

し電圧は 100 V ，照射時間は 40 s とした． 

次に CF/PP の成形をフィルムスタッキング法に

よって行った．フィルムスタッキング法では CF と

PP シートを積層構成[0]4 となるように交互に重ね

成形した．本実験では，CF の含有率を 50 mass%，

60 mass%，70 mass%となるようにセットした． 

２．２曲げ試験 

本研究では成形した試験片の力学的特性を調査

するために 3 点曲げ試験を行った．ひずみゲージ

は試験片中央に来るよう接着した．試験速度は 10 

mm/min とし，支点間距離を 63mm として試験を行

った．  

 

３．結果と考察 

最初に大気圧プラズマ処理を施さずに成形した
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試験片の曲げ強度と弾性率における CF 含有率の

比較を図 1 に示す．図 1 より曲げ強度，弾性率は

60 mass%が最も高いと分かった．しかし，60 mass%

の試験片は個体差が大きい．その原因としては成

形の際に圧力を均等にかけられず PP が多く流れ

出してしまったため試験片ごとの数値の差が大き

かったのだと考えた． 

 

(1)曲げ強度 

 

(2)弾性率 

図 1 含有率による曲げ強度と弾性率の比較 

次に，CF 含有率を 60 mass%に固定し，酸素流量

を変化させた際の曲げ強度と弾性率の比較を図 2

に示す．以下のグラフより酸素流量を変更すると

曲げ強度，弾性率は 250 mL/min が最も高いと分か

った．弾性率は他と比較して大きく変化していた

が強度は微量しか変化しなかった．そのため 250 

mL/minの条件で大気圧プラズマ処理を行うと他の条

件よりも試験片が変形しにくくなっていると考えられ

る． 

 

(1)曲げ強度    

 

(2)弾性率 

 図 2 大気圧プラズマ処理における各酸素流量に

おける曲げ強度と弾性率の比較 

 

４．結 言 

 含有率で比較した結果 60 mass%の試験片が曲げ

強度，弾性率ともに高いので，最も丈夫であるとい

うことが分かった．今回の条件でプラズマ処理を

施しても曲げ強度はあまり変化しなかったが弾性

率では 250 mL/min のものが他と比較して大きかっ

た．曲げ強度も微量ではあるが 250 mL/min のもの

が最も大きかったため試験片の強度に酸素流量は

関係があると分かった．  
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